
すべり台が部屋の入り口

中身が分からない高さの入り口

すべり降りると話が飛び交う場所

出口もまたすべり台で外の世界へ

ジャングルジムの図書館

通路も狭い古本屋みたい

登りたくなるジャングルジム

上に登って読書したり

膜に覆われたブランコ

雨の日だって考え事したい

中には植物だって生い茂る

ブランコでの悩み相談とか

いつもの東屋の屋根

いつもとちがう東屋の下

すこしへこんだ大きな場所

入ってみたくなるみんなの木陰

街の物件が

建物ではなく

公園だったりしたら

すこし世界が変わるかもしれない

いつもの公衆トイレ

入り口が丸みをおびて

屋根が新しくなって

変わらないのは使い方

街灯の下は虫が集まるだけじゃない

街灯の下は部屋にだってできる

街灯の下は明るい

すべては夜の話

いつもの砂場に仕切ができた

そのままの砂場と喫煙所

大きな灰皿の上で煙草を吸う

想像力をかき立てる砂場のあり方

突然の法の改正、生活を狂わせる事故…
もしかしたら近い未来、法律で定められた都市公園が払い下げられることがあるかもしれない。
̶
売り出された物件が公園だったら。
そして住まう事は生活の一部であり、ただの住居ではないかもしれない。
購入した公園という敷地に新しくなにかをつくるのではなく、
そこに残された遊具だったり、公衆トイレだったり、東屋をつかってみたらどうだろうか。
街のいつもの公園に大さな世界が広がる小さな提案たち。

敷地：仙台のとある公園
用途：市民センターなど

かわるがわる公園 ｜
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